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◆ 緯度と経度  

 

１ 緯度・経度とは 

緯度（l）と経度（L）は、地球上の位置を表すためのものである。緯度は、赤道を０°

として、真子午線に沿って北又は南に９０°まで測って表す｡経度は、本初子午線（又は

グリニッチ子午線）を０°として、赤道に沿って東又は西に１８０°まで測って表す｡ 

 

２ 変緯と変経の計算 

イ 変緯：変緯（D.ℓ.）とは、出発緯度（ℓ₁）と到着緯度（ℓ₂）の差をいう。変緯の符

号は、到着緯度が出発緯度の北側にあるとき N 符を付け、南側にあるとき S 符を付け

る｡なお、地球表面における変緯 1′の真子午線の長さは１海里（１,８５２メートル）

である。 

（公式） D.ℓ. = ℓ₁ ± ℓ₂ （ℓ₁ と ℓ₂ の符号が同名で差（～）、異名で和（＋）

となる。） 

ロ 変経：変経（D.L.）とは、出発経度（L₁）と到着経度（L₂）の差をいう。変経の符

号は、到着経度が出発経度の東側にあるとき E 符を付け、西側にあるとき W 符を付け

る。なお、地球表面における変経 1′の赤道の長さは、１海里（１,８５２メートル）

である。 

（公式） D.L.= Ⅼ₁± Ⅼ₂  （Ⅼ₁ と Ⅼ₂ の符号が同名で差（～）、異名で和（＋）

となる。 ただし、変経が１８０°を超えるときは、３６０°から差をとって、変経

の符号を反転する。）  

[記号の読み方] 

l：ラット L：ロング D.ℓ.：ディーラット ℓ₁：ラットワン ℓ₂：ラットツー D.L.：

ディーロング L₁：ロングワン L₂：ロングツー ～：マイナス（大から小を引く） 

 

例題１ A丸は、２°-２２′N,１６０°-２６′Eの地点から ５°-１５′N,１５８°-４

３′Eの地点まで航走した｡次の（１）と（２）を求めよ｡ 

（１） 変緯（緯差）     （２） 変経（経差）             ５N 

（解） 

（１）ℓ₁  ２°-２２.０′N    （２）Ⅼ₁ １６０°-２６.０′E 

ℓ₂  ５ –１５.０ N（～     Ⅼ₂ １５８ –４３.０ E（～ 

D.ℓ. ２°-５３.０′N        D.L.     １°-４３.０′W 

Or  １７３.０′N    答       Or  １０３.０′ｗ   答 

例題２ B丸は、５°-１５′N,９０°-３０′Wの地点から ３°-１２′S,９３°-４８′

Wの地点まで航走した｡次の（１）と（２）を求めよ｡ 

（１） 変緯（緯差）     （２） 変経（経差）             ５N 
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（解） 

（１）ℓ₁  ５°-１５.０′N    （２）Ⅼ₁  ９０°-３０.０′W 

ℓ₂  ３ –１２.０ S（＋     Ⅼ₂  ９３ –４８.０ W（～ 

D.ℓ. ８°-２７.０′S         D.L.    ３°-１８.０′W 

Or  ５０７.０′S    答       Or  １９８.０′ｗ   答 

例題３ ２０°-１８′N,１７８°-３９′Eの地点から 変緯１６２′S、変経２０６′E

となる地点の緯度、経度を求めよ｡                      ５N 

（解） 

   ℓ₁  ２０°-１８.０′N     Ⅼ₁  １７８°-３９.０′E 

   D.ℓ.  ２ –４２.０ S（～   D.L.    ３ –２６.０ E（＋ 

   ℓ₂  １７°-３６.０′N  答  Ⅼ₂  １８２°-０５.０′E 

                       ３６０°      （～ 

                    Ⅼ₂  １７７°-５５.０′W  答 

例題４ １３°-３７′S,１７８°-５１′W の地点から変緯２０５′N、変経２１４′W と

なる地点の緯度、経度を求めよ｡                       ５N 

（解） 

   ℓ₁  １３°-３７.０′S     Ⅼ₁  １７８°-５１.０′W 

   D.ℓ.  ３ –２５.０ N（～   D.L.    ３ –３４.０ W（＋ 

   ℓ₂  １０°-１２.０′S  答  Ⅼ₂  １８２°-２５.０′W 

                       ３６０°      （～ 

                    Ⅼ₂  １７７°-３５.０′E  答 

例題５ 速力１４ノットの船が、４°-１２′Nの地から真針路１８０°で航走すると、何時

間で赤道へ到達することができるか｡                     ５N 

（解） 

D.ℓ. ４°-１２′S  or ２５２′S 

航走時間＝２５２÷１４＝１８時間   答 

例題６ 速力 1５ノットの船が、０°-１５′S の地から真針路０００°で航走すると、何

時間で緯度２°-４５′Nの地へ到達できるか｡                 ５N 

（解） 

ℓ₁   ０°-１５′S 

ℓ₂   ２ –４５ N（＋ 

D.ℓ.  ３°-００′N 

Or   １８０′N 

航走時間＝１８０÷１５＝１２時間   答 

例題７ 速力 1５ノットの船が、１７８°-３０′E の赤道上の地点から真針路０９０°で

３５時間航走した。到着地の経度を求めよ｡                  ５N 
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（解） 

D.L.＝１５×３５＝５２５′E or ８°-４５′E 

Ⅼ₁  １７８°-３０.０′E 

D.L.    ８ -４５.０ E（＋ 

Ⅼ₂  １８７°-１５.０′E 

３６０°      （～ 

Ⅼ₂  １７２°-４５.０′W   答 

例題８ 速力１８ノットの船が、１７０°Wの赤道上の地点から真針路２７０°で４０時間

航走した。到着地の経度を求めよ。                      ５N 

（解） 

D.L.＝１８×４０＝７２０′W or １２°W 

Ⅼ₁  １７０°W 

D.L.   １２ W（＋ 

Ⅼ₂  １８２°W 

３６０°      （～ 

Ⅼ₂  １７８°E   答 

例題９ 速力 1５ノットの船が、１５５°-００′E の赤道上の地点を発し、真針路２７０°

で１５時間航走して、それから真針路０００°で１０時間航走した。到着地の緯度、経

度を求めよ｡                                ５N 

（解） 

D.L.＝１５×１５＝２２５′W or ３°-４５′W 

D.ℓ.＝１５×１０＝１５０′N or ２°-３０′N 

   ℓ₁   ０°-００.０′      Ⅼ₁  １５５°-００.０′E 

   D.ℓ.  ２ –３０.０ N（～   D.L.    ３ –４５.０ W（－ 

   ℓ₂   ２°-３０.０′N  答  Ⅼ₂  １５１° -１５.０′E   答 

 

〔練習問題〕 

１ 速力１６ノットの船が、緯度７°-２８′Nの地から真針路１８０°で航走すると、何

時間で赤道に到達することが出来るか。                   ５N 

答 ２８時間 

２ ４０°-１５′N,１７６°-３５′Eの地点から変緯 1８５′S、変経２５０′Eとなる地

点の緯度、経度を求めよ。                         ５N 

答 ３７°-１０′N,１７９°-１５′W 

３ 甲丸は、３°-５５′N,１７４°-５０′Eの地点から６°-１０′S,１７６°-１５′W

の地点まで航走した。次の（１）及び（２）を求めよ。             

（１） 変緯（緯差）    （２） 変経（経差）             ５N 
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答（１）６０５′S （２）５３５′E 

４ 速力１５ノットの船が、経度１７１°-２０′W の赤道上の地点から真針路２７０°で

５０時間航走した。到着地の経度を求めよ。                 ５N 

答 １７６°-１０′E 


